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林
業
の
成
長
産
業
化
を　
　

目
指
し
た
取
り
組
み

　

本
市
の
林
業
が
抱
え
る
課
題
解
決
に
向
け

て
、「
地
域
産
材
の
利
用
拡
大
」「
木
材
生
産

の
低
コ
ス
ト
化
」「
森
林
資
源
の
循
環
」
の

三
つ
を
柱
と
し
た
林
業
振
興
に
取
り
組
み
、

成
長
産
業
へ
の
転
換
を
目
指
し
ま
す
。

■ 

地
域
産
材
の
利
用
拡
大

　

こ
れ
ま
で
も
公
共
施
設
へ
の
地
域
産
材
の

活
用
を
推
進
し
て
き
た
本
市
。
昨
年
整
備
し

た
朝
日
中
は
市
有
林
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
木

材
を
使
用
し
た
木
造
校
舎
で
、
ペ
レ
ッ
ト
ボ

イ
ラ
ー
を
導
入
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
建
設
中
の
羽

黒
庁
舎
に
も
地
域
産
材
の

積
極
的
な
活
用
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用

を
推
進
し
、
間
伐
材
等
の

未
利
用
木
材
の
利
用
拡
大

を
図
り
ま
す
。

■ 

木
材
生
産
の
低
コ
ス
ト
化

　

特
に
重
要
と
な
る
の
が
林
道
や
林
業
専
用

道
な
ど
の
道
路
網
の
充
実
。
鶴
岡
市
森
林
整

備
計
画
に
基
づ
き
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
運
行

が
可
能
な
道
路
の
整
備
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

ま
た
、
森
林
組
合
等
が
実
施
す
る
森
林
施
業

の
集
約
化
や
高
性
能
林
業

機
械
に
よ
る
伐
採
・
搬
出

が
可
能
な
作
業
道
整
備
へ

の
支
援
を
継
続
し
、
効
率

的
な
木
材
生
産
基
盤
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

61年～：32％
（6,661ha）

36～60年：57％
（11,653ha）

総面積
20,559ha

本市民有人工林の
林齢別面積割合

林
業
の
現
状
と
課
題

　

本
市
の
成
長
戦
略
「
鶴
岡
ル
ネ
サ
ン
ス

宣
言
」
の
五
つ
の
文
化
都
市
宣
言
の
一
つ

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
「
森
林
文
化
都

市
」。
市
域
の
七
割
を
占
め
る
広
大
な
森
林

を
地
域
の
貴
重
な
資
源
と
し
て
、
親
し
み
と

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
市
民
と
森
林

と
の
新
し
い
関
係
を
作
り
、
森
林
が
あ
る
こ

と
で
生
活
が
豊
か
に
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
も
の
で
す
。
本
市
の
主
要
な
産
業
の
一

つ
で
あ
る
林
業
は
、
そ
の
森
林
を
守
り
育
て

る
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

木
材
価
格
の
長
期
低
迷
や
安
価
な
輸
入
材
の

増
加
等
、
長
い
間
林
業
は
厳
し
い
状
況
に
置

か
れ
て
き
ま
し
た
。
国
産
材
供
給
量
は
昭
和

四
十
二
年
を
境
に
減
少
傾
向
に
あ
り
、
国
内

の
木
材
需
要
に
占
め
る
国
産
材
の
割
合
を
示

す
木
材
自
給
率
は
一
時
、
一
八
・
二
％
ま
で

落
ち
込
み
ま
し
た
。

材
を
積
極
的
に
利
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
木
材
の
伐
採
や
搬
出
、
運
搬
に
経

費
が
か
さ
み
、
木
材
を
生
産
す
る
コ
ス
ト
が

高
い
こ
と
も
課
題
で
す
。
高
性
能
林
業
機
械

に
よ
る
作
業
や
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
運

搬
が
効
率
的
に
行
え
る
環
境
を
整
備
す
る
な

ど
木
材
生
産
の
低
コ
ス
ト
化
を
実
現
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
木
材
は
主
に
人
の
手
で
造
成
さ

れ
た
人
工
林
で
生
産
さ
れ
、
例
え
ば
、
杉
は

植
林
後
三
十
五
年
か
ら
五
十
年
で
伐
採
時
期

を
迎
え
ま
す
。
し
か
し
、
本
市
の
民
有
人
工

林
の
約
九
割
が
林
齢
三
十
五
年
を
超
え
、
伐

採
時
期
を
迎
え
て
も
皆
伐
さ
れ
な
い
人
工
林

が
増
加
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
ま
た
、

木
の
健
全
な
成
長
を
促
す
間
伐
が
行
わ
れ
て

い
な
い
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。
将
来
に
わ

た
っ
て
安
定
的
に
良
質
な
木
材
を
生
産
す
る

た
め
に
は
、「
造
林
→
保
育
・
間
伐
→
皆
伐
」

を
繰
り
返
し
、
人
工
林
の
新
陳
代
謝
を
図
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
国
は
平
成

二
十
一
年
に
、「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」

を
策
定
。「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
社
会
か
ら
木
の

社
会
へ
」
を
合
い
言
葉
に
、
三
十
二
年
ま
で

に
木
材
自
給
率
五
〇
％
以
上
を
達
成
す
る
よ

う
、
国
産
材
の
利
用
拡
大
等
の
た
め
の
施
策

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
施
設
へ
の
木

材
利
用
や
、
ま
き
、
ペ
レ
ッ
ト
等
の
木
材
由

来
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
利
用
の
活
発
化
等
、
更
な
る
需
要

拡
大
が
見
込
ま
れ
、
林
業
は
大
き
な
好
機
を

迎
え
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
も
、
昨
年
十
二
月
の
株
式
会
社
鶴

岡
バ
イ
オ
マ
ス
の
本
格
稼
動
や
、
大
型
集
成

材
（
板
材
や
角
材
等
を
接
着
加
工
し
た
材
）

工
場
の
新
庄
市
へ
の
進
出
決
定
等
に
よ
る
木

材
需
要
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
好
機
を
逃
さ
ず
、
林
業
を

成
長
産
業
に
転
換
す
る
た
め
に
は
、
十
分
な

木
材
需
要
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
地
域
産

林齢１～20年：１％
（293ha）

21～35年：10％
（1,952ha）

朝日中学校作業道の整備

 

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
社
会
か
ら
木
の
社
会
へ
」
を
合
い
言
葉
に
国
産
の
木
材
の
利
用
拡

大
等
に
よ
る
森
林
と
林
業
の
再
生
に
向
け
た
国
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
四
年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
主
会
場
・
新
国
立

競
技
場
の
デ
ザ
イ
ン
案
が
木
材
を
多
用
す
る
も
の
に
決
定
す
る
な
ど
、
今
後
、
木
材

需
要
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
昭
和
五
十
五
年
以
降
続
く
木
材
価
格
の
下
落
等
で

苦
境
に
立
た
さ
れ
て
き
た
林
業
。
今
、
そ
の
環
境
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
大
き
な
好
機
を
迎
え
て
い
る
林
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た

本
市
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

◎
問
合
せ
／
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
25
‐
２
１
１
１
内
線
５
５
９

特集

林
業
の
成
長
産
業
化
を
目
指
し
て
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木材運搬のための道路網の充実
▷基幹路網となる林道や林業専用道を
　計画的に整備します

　　森林施業の集約化
▷近接する複数の所有者の森林の取り
　まとめ等を支援し、間伐等の森林施
　業を集約化します。作業道等の効率
　的整備・活用にもつながり、更なる
　コスト低減が図られます

　　作業道整備の推進
▷高性能林業機械による木材の伐採や
　搬出が可能となる作業道の開設、既
　存の作業道の改良・維持管理の経費
　を助成します

■ 

森
林
資
源
の
循
環

　

森
林
所
有
者
等
が
行
う
伐
採
後
の
再
造
林

や
、
鶴
岡
市
特
定
間
伐
等
促
進
計
画
に
基
づ

く
間
伐
へ
の
支
援
を
通
し
て
、
人
工
林
の
若

返
り
と
健
全
育
成
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
中

山
間
地
域
の
特
徴
を
生
か
し
な
が
ら
、
森
林

資
源
の
循
環
利
用
を
促
し
、
地
域
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
る
林
業
経
営
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
温
海
地
域
で
、
森
林
組
合
と

連
携
し
、
皆
伐
跡
地
で
栽
培
し
た
温
海
か
ぶ

等
の
販
売
で
得
た
収
益
を
、
造
林
後
の
人
工

林
の
保
育
経
費
に
充
て
る
モ
デ
ル
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
に
は
、
森
林

所
有
者
等
の
再
造
林
へ
の
意
識
を
高
め
る
効

果
も
期
待
で
き
ま
す
。

自
然
と
共
に
生
き
る

　

森
林
は「
木
材
等
の
林
産
物
を
生
産
す
る
」

ほ
か
、「
雨
水
を
蓄
え
水
源
を
保
つ
」「
土
砂

災
害
等
を
防
止
す
る
」
な
ど
多
く
の
機
能
を

持
つ
、
私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
存
在
で
す
。
林
業
の
振
興
は
地
域
経
済
の

活
性
化
だ
け
で
な
く
、
森
林
の
保
全
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
本
市
で
は
、
恵
ま
れ
た
自
然

を
生
か
し
、
自
然
と
共と

も

に
生
き
る
地
域
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め

に
も
、
森
林
所
有
者

や
森
林
組
合
等
と
協

力
・
連
携
し
な
が
ら
、

林
業
の
成
長
産
業
へ

の
転
換
を
目
指
し
た

取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

地域産材の
利用拡大

林業の成長産業化

森林資源の
循環

木材生産の
低コスト化

人工林の若返りや健全育成の推進
▷皆伐後の再造林や、本市の計画に基
　づく間伐の経費を助成します

　中山間地域の特徴を生かした
　森林経営の検討
▷山菜やきのこなど木材以外の林産物
　を組み合わせた林業経営を検討し、
　森林資源の循環利用の促進と地域活
　性化の両立を目指します

　　公共施設への地域産材の
　　積極的活用
▷ペレットボイラー導入も含め、公共
　施設への地域産材の活用を推進しま
　す。多数の利用者が訪れる公共施設
　への木材利用は、一般住宅等への普
　及拡大等の効果も期待できます

　

　　未利用木材を活用した
　　木質バイオマス発電の推進
▷間伐材等これまで利用されてこなか
　った木材の木質バイオマス発電用燃
　料等への活用を推進します

西郷地区農林活性化センター

【温海地域のモデル事業の流れ】
①森林組合と森林所有者が長期施業
　受委託契約を締結
②皆伐の実施
③皆伐跡地を活用した伝統の焼畑農
　法での温海かぶの栽培
④再造林の実施とワラビの植栽
⑤温海かぶやワラビの収益を下草刈
　り等の人工林の保育経費に充当

皆伐跡地での温海かぶ栽培㈱鶴岡バイオマス

林道三瀬矢引線

高性能林業機械による作業


